
【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

市民活動支援センター施設利用登録数（団体・個人）

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

191 210

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

本市の参画及び協働のまちづくりを推進するために、必要な事業であり、引き続き、本事業の
実施に取り組むとともに、より多くの市民等への周知が必要である。
市民活動団体や市民等がより一層参画できるようホームページやSNS、,広報紙などで本事業
の取組みを周知し、より多くの市民等に市政に関する参画ができるよう務め、本事業の充実を
図る。

担当課の評価

市民団体活動の推進及び市政に関わる市民参画等への更なる周知が必要である。

（成果の概要）

R04
（決算額）

参画と協働のまちづくり推進会議において、本市の参画及び協働事業の進捗状況を報告し、事業のあり方や進
め方等さまざまな観点から意見をいただき、今後の各種事業を進めていくうえでの参考となり、市のホームペー
ジで公開し団体や市民へも周知することができた。

第4次総合計画
の位置づけ

100

施策の展開方向

登録数 169

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

①
②

市政への市民参画の推進
市民協働の推進

①力を合わせて市民の笑顔
があふれるまちづくり

①市民参画・協働

NO

　　　事業費総額（千円）　 100 115

R06
(予算額）

213

R05
(決算見込額）

139

213115139うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

市民協働推進事業 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

市民が主体に活躍できるまちをめざし、泉大津市参画及び協働の推進に関する条例に基づき、市民の意見を市
政に反映させる機会の充実を図るとともに、市民と行政による協働のまちづくりを推進する。

泉大津市参画及び協働の推進に関する条例に基づき、参画と協働のまちづくり推進会議の開催を通じて、市民
の市政参画及び市民と行政による協働のまちづくりを推進する。

　（事業概要等）

備考

R05年度
実績値

220

R03年度
実績値



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

申請件数

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

0 1

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

１件の事業活用があり、活用事例の周知を含め、団体における資金調達の円滑化・多様化や
寄附者にとっても税控除を受けられる等のメリットはあるが、一方で制度の特徴やメリットに関
する認知度が低いため、周知を図る必要がある。
多くの活用実績がある「がんばる市民公益活動応援補助金制度」などを併記したパンフレットの
配布及びがんばる補助金自立促進事業の活用期間満了団体等への呼びかけやおづぷらざか
らの案内などで認知度を広める。また、活用事例の周知を図るとともに、より団体が活用しやす
い環境を整えるため、ICT講座などでのノウハウの共有や制度の見直しなども検討していく。

担当課の評価

・活用事例の紹介を含め、本事業をより多くの団体に周知する必要がある。
・民間のクラウドファンディングの経験のない団体にとっては、クラウドファンディングでの事業紹
介などの作成などICTのノウハウが必要になることやふるさと納税を活用しているため、市民へ
の返礼品の送付ができないなどの規定による制約がある。
・事業を主に市内で行う必要があるため、将来的に事業を拡大するには課題がある。

（成果の概要）

R04
（決算額）

市ホームページや本制度を活用する際の手引きの見直しを図り、制度概要がより理解しやすく
なるよう工夫し、団体にはおづぷらざを通してチラシの配架及び登録団体からの相談時には、
本事業の具体的な内容を紹介し周知を図った。

おづぷらざとの連携により、創設以降、本事業の活用が１件あった。目標金額には達成できなかったものの、多く
の寄附金（463,000円・支援者：26人）で、R６年度の事業を実施することができている。

第4次総合計画
の位置づけ

0

施策の展開方向

件 0

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

② 市民協働の推進
①力を合わせて市民の笑顔
があふれるまちづくり

①市民参画・協働

NO

　　　事業費総額（千円）　 0 488

R06
(予算額）

4,520

R05
(決算見込額）

12

2604756うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

NPO等指定寄附金交付事業 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

NPO等が企画する公益事業について、ふるさと納税を活用したクラウドファンディングの手法を用い、広く事業の
賛同者を募り寄付を集める仕組みを構築する。このことによりＮＰＯ等の公益活動の活性化を目指す。

ふるさと応援寄附制度を活用し、公益活動団体がクラウドファンディングにより資金調達を可能とする枠組みを創
設し、地域住民が自ら考え、課題を自らの手で解決する仕組みを提供する。

　（事業概要等）

備考

財源：ふるさと納
税による寄附金、
がんばろう基金

R05年度
実績値

2

R03年度
実績値



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

市民活動支援センター施設利用登録数（団体・個人）

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

191 210

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

施設の認知度向上と利用人数の増、団体同士の連携の促進等に取り組む必要がある。
ホームページやSNS（Facebook、Instagram、Twitter、YouTube、LINE公式アカウント）での情報
発信をはじめ、センターが発信しているニュースレターの配架協力店舗を増やすことで、施設の
認知度向上に取り組むとともに、地域でのサテライト会議室の活用を促進し、団体が活動しや
すい場所等、市域全体で活動できる場の提供を目指す。また、ICT活用支援など、社会情勢や
市民公益活動団体のニーズを踏まえた支援を行うことで、より多くの市民公益活動団体に施設
を利用いただけるよう取り組む。併せて、団体主体によるイベントやセミナーのコーディネート・
開催を通じて、団体間のネットワークづくりと団体の基盤強化を図る。

3,314

担当課の評価

施設利用登録数や利用人数は増加傾向にあるが、より多くの市民公益活動団体が活用できる
よう、引き続き、施設の認知度向上と団体間の横のつながりやネットワークづくりの充実と連携
を促進し、市民公益活動の活性化に取り組む必要がある。また、団体が継続的に活動できるよ
う運営の基盤強化に繋がる支援をする必要がある。
ICT活用の普及など、今後も社会情勢が変化する中においても、継続的に市民公益活動に取り
組めるよう支援する必要がある。

（成果の概要）

R04
（決算額）

本市と地域連携協定を締結している泉大津高校に協力依頼をし、若年層が市民活動団体と繋
がることで次世代への参画や新たなる交流を目的に高校生が得意とするスマホの講座のサ
ポートやおづぷらざフェスタのイベントのボランティアを募り、多世代交流を図った。
また、おづぷらざ以外の場所でのサテライト会議室を各地域に確保し、活動場所の提供を拡充
した。

市民活動支援センター施設利用登録数は、令和５年度末時点で210（団体：187、個人：23）施設利用人数は延べ
3,361名となり年々利用は増加し、団体間の繋がりが広がっている。市民活動支援センターにおいて、登録団体
（個人）の公益活動を支援し、団体間を繋ぐことで、本市における市民公益活動の促進と協働のまちづくりを推進
することができた。

第4次総合計画
の位置づけ

人

8,416

施策の展開方向

件

3,410

169

市民活動支援センター施設利用人数

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

3,361

① 市民協働の推進
①力を合わせて市民の笑顔
があふれるまちづくり

①市民参画・協働

NO

　　　事業費総額（千円）　 9,916 10,064

R06
(予算額）

10,264

R05
(決算見込額）

10,464

8,7648,5648,964うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

市民活動支援センター運営事業 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

市民が主体に活躍できるまちをめざし、市民活動支援センター「おづぷらざ」の整備・運営を行うことにより、市民
活動団体のネットワーク化や活動支援を行う。

市民活動支援センターにおいて、「市民公益活動関連情報の収集及び提供」「市民公益活動における相談・助
言・コーディネート」「市民公益活動・ボランティア団体等のネットワーク化」「市民参加及び協働のまちづくりに係
る人材育成」などを行うことで、市民公益活動の促進及び協働のまちづくりを推進する。

　（事業概要等）

備考

1,774

財源：がんばろう
基金

R05年度
実績値

220

R03年度
実績値



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

補助金交付団体（自治会含む）

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

14 12

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

引き続き、がんばる市民公益活動応援補助金制度を実施するとともに、団体の運営基盤強化
に向けた支援行い、継続的に市民公益活動に取り組めるよう支援する必要がある。
市民活動支援センター「おづぷらざ」と連携し、団体の運営基盤強化につながるプロボノ活用
支援補助金制度を広く周知し、本補助金の活用を促進し、また、がんばる補助金の制度の見
直しを行い、本市における市民公益活動の活性化を促進する。

担当課の評価

運営の基盤強化が必要な団体は多数あるが、団体運営に携わる人員不足等により、現状維
持を保つ運営をしている傾向にあり、プロボノ活用に至らないのが現状である。団体の課題解
決への支援に繋がるプロボノ活用支援補助金については、おづぷらざと連携しながら、団体
への積極的声掛けと活用効果を広く周知する必要がある。
また、がんばる市民公益活動応援補助金についてはより効果的に支援ができるよう見直し等
を検討する必要がある。

（成果の概要）

R04
（決算額）

団体が継続的に活動することができ、団体の運営の基盤強化となるプロボノのコーディネー
ターにおづぷらざが登録して支援につながる仕組みとプロボノ活用支援補助金制度を創設し
た。

制度創設以後、公益活動に取り組む市民活動団体に対し「がんばる市民公益活動応援補助金」を交付し、幅
広い市民公益活動団体による活動の活性化と自立促進のきっかけや人材育成となる支援ができた。内訳とし
て、自立促進事業では、令和３年度は７事業、令和４年度、５年度とも９事業の補助金交付があり、年々増加
し、公益活動に取組む市民活動団体間の繋がりが広がり活性化に繋がった。自治会等の活用については、補
助期間が１事業につき２回等と申請に制限があることから令和３年度２自治会、令和４年度４自治会、令和５年
度１自治会と減になっている。

第4次総合計画
の位置づけ

2,222

施策の展開方向

団体 10

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

②
市民協働の推進
地域コミュニティに対する意識の醸成と支援

①力を合わせて市民の笑顔
があふれるまちづくり

②地域コミュニティ

NO

　　　事業費総額（千円）　 3,144 3,126

R06
(予算額）

4,390

R05
(決算見込額）

4,161

2,1951,5632,651うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

市民公益活動支援事業 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

市民が主体に活躍できるまちをめざし、市民公益活動団体が自発的に行う公益的な事業に対する補助金の交
付等を通して、まちづくりの担い手としての市民活動団体の育成・支援や地域コミュニティに対する意識の醸成
を図る。

市民公益活動団体が自発的に行う公益的な事業に要する経費の全部または一部に対してがんばる市民公益
活動応援補助金の交付等を行うことで、市民活動の活性化を促進し、市民主体のまちづくりの進展に寄与す
る。

　（事業概要等）

備考

財源：がんばろう基
金

R05年度
実績値

20

R03年度
実績値



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

4

R05年度
実績値

0

0

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

自治会活動助成事業（自治会館整備事業の補助） 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

コミュニティの形成を通じて市民の連帯意識の醸成と自治意識の高揚を図り、市民主役の地域社会の健全な発
展に資するため、活動拠点となる自治会館の整備を支援する。

自治会館の新築、建替え、増改築及び当該建物の敷地に係る費用の一部を助成する。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

0

000うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

①
地域コミュニティのネットワーク化の推
進

①力を合わせて市民の笑顔
があふれるまちづくり

②地域コミュニティ

NO

　　　事業費総額（千円）　 16,468 825

R06
(予算額）

0

件

0

0

建替え、改築等

R4年度からの
変更点・改善点

0

(指標を設定できない理由）

用地購入

1

0

（成果の概要）

R04
（決算額）

市民と行政との協働に欠かせない自治会活動の拠点整備への支援を行うことで、地域コミュニティの活性化や
市民生活の向上に寄与している。

第4次総合計画
の位置づけ

件

0

16,468

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

地域コミュニティの活性化や市民生活の向上のため、引き続き、自治会活動の拠点整備への
支援を行う。なお、今後、自治会館の老朽化に伴い、申請が集中する場合には、次年度に向け
た予算編成時に本補助金の活用意向確認を行うなどの対応を検討する。

0

担当課の評価

１件あたりの補助金が高額になるため、年度によっては、財政面の調整が必要となる。
また、今後、自治会館の老朽化に伴い、申請が集中する可能性がある。

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

新築

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

0 0

件



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

泉大津市自治会連合会加入世帯数

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

16,894 16,647

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

引き続き、自治会連合会への助成を通して、自治会活動の促進と市民生活の向上に取り組
む。                                                                      また、若年層世代が気軽に自治会活
動に参加できるよう、自治会におけるICTの活用促進等についても自治会連合会や単位自治
会、市とで連携を図りながら取り組みを進める。

担当課の評価

自治会加入世帯数は減少傾向にあり、自治会加入世帯数の減少は地域での連携や協力を希
薄にするものであり、今後、加入促進への支援が必要である。また、小学校の校区単位で取組
む校区まちづくり協議会についても、単位自治会間の連携を図り推進する必要がある。

（成果の概要）

R04
（決算額）

自治会の負担軽減や利便性の向上に向けて、自治会連合会としてLINE公式アカウントを活用
し、単位自治会会長との連絡体制を構築した。また、大阪府が実施するスマートシニアライフ実
証事業に参加し、タブレットを活用したZOOM会議の研修等を行い、自治会DXに向けた取組み
を行った。

自治会加入世帯数が減少しているものの、今後の自治会運営及び加入率向上に向けた自治会の魅力向上に
ついて自治会連合会で検討するなど単位自治会の発展と相互間の連携強化並びに親睦が図られた。

第4次総合計画
の位置づけ

5,489

施策の展開方向

世帯 17,187

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

①
地域コミュニティのネットワーク化の推
進

①力を合わせて市民の笑顔
があふれるまちづくり

②地域コミュニティ

NO

　　　事業費総額（千円）　 5,489 5,489

R06
(予算額）

5,489

R05
(決算見込額）

5,489

5,4895,4895,489うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

自治会活動助成事業（自治会連合会への補助） 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

泉大津市自治会連合会活動に対して助成を行い、自治会活動の一層の推進と充実を図る。

自治会連合会に対し助成金を交付する。

　（事業概要等）

備考

R05年度
実績値

17,000

R03年度
実績値



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

484

財源：安全・安心
なまちづくり連携
活動基金

R05年度
実績値

16

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

防犯対策事業（防犯カメラ設置補助・維持費補助） 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

犯罪のない明るいまちづくりに資することを目的とする。

地域の防犯対策を目的に防犯カメラを設置する自治会に対し、防犯カメラの設置や維持管理に必要な補助金
を交付する。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

2,692

1,066790772うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

① 防犯のための環境整備
④安全で心やすらぐまちづく
り

②防犯

NO

　　　事業費総額（千円）　 1,181 1,894

R06
(予算額）

3,566

台

500

5

泉大津市内における刑法犯罪認知件数（大阪府警公表値）

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

645

（成果の概要）

R04
（決算額）

警察が必要な画像を抽出する際、カメラが作動していないケースがあり、カメラの点検につい
て、補助申請時に説明を行い、カメラの定期的な点検について周知を行った。

犯罪認知件数は、前年度と比べて大阪府全体で増加しており、本市においても同様に増加したものの、防犯の
ための環境整備の取り組みを支援することで、本市における犯罪発生件数の抑制に寄与したものと考える。

第4次総合計画
の位置づけ

件

516

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

自治会連合会総会等で本補助金制度の案内を行う機会を設けるなど、引き続き、本事業の趣
旨を理解いただきながら、警察、地域、行政が一体となって犯罪の未然防止を図り、安全・安
心なまちづくりに取り組む。
また、泉大津警察署、自治会、市による防犯カメラ設置促進及び運用に関する三者協定書に
基づき、設置場所の助言、共有などを通して、運用効果の向上に取り組む。
現状は、防犯カメラの映像を活用した検挙率などの情報共有には至っていないが、引き続き、
警察との連携を図り防犯カメラの活用件数など効果がわかる数値を示していけるよう協議を進
める。

578

担当課の評価

自治会において地域の実情に応じて防犯カメラの設置に取り組んでいただいているものの、自
治会によってその取り組み状況に差がある。
設置したカメラの点検については、維持管理費として一部補助を行っているので、定期的な点
検やSDカードの交換を促し、カメラの有効な活用となるよう努める必要がある。

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

自治会における防犯カメラ新設台数（市補助金活用分）

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

13 8



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

484

R05年度
実績値

3,800

R03年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

防犯対策事業（防犯灯新設・維持） 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

犯罪のない明るいまちづくりに資することを目的とする。

地域の防犯対策を目的に照明灯を設置する自治会及び未組織地域に対し、防犯灯の新設・維持に必要な補助
金を交付する。

　（事業概要等）

備考
R05

(決算見込額）

4,349

6,4543,5664,349うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

① 防犯のための環境整備
④安全で心やすらぐまちづく
り

②防犯

NO

　　　事業費総額（千円）　 4,166 3,566

R06
(予算額）

6,454

件

500

3,769

泉大津市内における刑法犯罪認知件数（大阪府警公表値）

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

645

（成果の概要）

R04
（決算額）

犯罪認知件数は、前年度と比べて大阪府全体で増加しており、本市においても同様に増加したものの、防犯灯
の設置総数は増加しており、防犯のための環境整備の取り組みを支援することで、本市における犯罪発生件数
の抑制に寄与したものと考える。

第4次総合計画
の位置づけ

件

4,166

施策の展開方向

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

警察、地域、行政とが連携し、防犯活動を行うことで、市民の防犯意識の向上に取り組むととも
に、防犯灯の新設・維持に係る自治会への補助を通して、地域環境の整備に取り組み、安全・
安心なまちづくりの推進を図る。
令和６年度から、自治会加入率の減少も踏まえ、補助金の負担割合を1/2から2/3に拡充し自
治会の費用等の負担を軽減し、防犯灯設置への促進を図る。

578

担当課の評価

・新たに防犯灯を設置しようとする場合で、場所が自治会の境界などの場合は、どちらの自治
会が設置するのか協議が必要となる。また、自治会会員ではない場所や自治会がない地域で
の設置については課題がある。
・自治会加入率の減少で自治会の費用負担や会員脱会後の維持管理について課題が有る。

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

防犯灯設置総数

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

3,767 3,778



【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【事業の見直し】

【事業の課題】

【事業の評価・方向性】

事務事業評価シート（概要説明書）

B　改善し継続

泉大津市内における刑法犯罪認知件数（大阪府警公表値）

R06年度
目標値

R04年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

578 645

単位

政策名 基本施策名

上記評価理
由および今
後の方向性

課題・問題点

他団体との連携体制を整え、より効率的・効果的な防犯活動に取り組む必要がある。
また、市民への防犯対策について意識の醸成にむけた取組みが必要である。
地域安全運動駅前街頭啓発キャンペーンをはじめ、各種防犯活動において、警察や防犯活動
団体、行政が連携し、より効率的・効果的な防犯活動に取り組むことで、犯罪を未然に防ぎ安
心して暮らせるまちづくりの実現を図る。また、日常生活の中で見守り活動ができる「ながら見
守り活動」の登録制度を構築し、防犯活動の見える化と市民ひとりひとりが防犯意識の醸成が
図れるよう取組む。

担当課の評価

犯罪認知件数は、前年度と比べて大阪府全体で増加しており、本市においても同様に増加傾
向にある。
青色防犯パトロールについては、登録車の免許返納に伴い、登録台数が減少している。

（成果の概要）

R04
（決算額）

犯罪認知件数は、前年度と比べて大阪府全体で増加しており、本市においても同様に増加したものの、防犯活
動を実施する団体を支援することで、本市における犯罪発生件数の抑制に寄与したものと考える。

第4次総合計画
の位置づけ

2,944

施策の展開方向

件 484

R4年度からの
変更点・改善点

(指標を設定できない理由）

② 防犯活動の推進
④安全で心やすらぐまちづく
り

②防犯

NO

　　　事業費総額（千円）　 2,944 2,944

R06
(予算額）

2,944

R05
(決算見込額）

2,944

2,9442,9442,944うち市負担分（千円）

R03
(決算額）

　（事業の目的・趣旨）

防犯対策事業（防犯活動団体への補助） 市民協働推進課担当課名事業名

項目／年度

犯罪のない明るいまちづくりに資すること目的とする。

防犯思想の普及及び防犯活動並びに少年補導活動を推進し、犯罪のない明るいまちづくりの実現を図ることを
目的とし、防犯活動を実施する団体（泉大津市防犯委員会、泉大津署管内防犯協議会、泉大津署管内交番連
絡協議会連合会）に対し、補助金を交付する。

　（事業概要等）

備考

R05年度
実績値

500

R03年度
実績値


